
 

多摩・ツーリズム ＳＴＥＰ-1  サイクル・ツーリズムの展開 
 

 
ＰＲＯＪＥＣＴ-1 （ＯＮＥＫＡＮ）  

：尾根幹線を主軸に主要道路を⾃転⾞⾛⾏しやすい道路に再整備。 
：首都圏のスポーツサイクル愛好家が楽しめる環境を整備。 

：尾根幹線道路沿いに、サイクリストも利⽤できる「道の駅」を整備。 
：サイクリストのためのショップ・デイサービス・アスリートレストランなど未整備施設の誘致。 
：主要幹線道路沿いにあるスポーツ関連施設（陸上競技場・国⼠舘⼤学体育学部・⼀本杉公園 
：サイクル・ツーリズム関連産業の誘致と新興（フラッグ店舗・休憩施設・レストラン・・・） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

計 画 の 背 景 
：歩⾞⾏分離した道路が整備されている地域が多い。（サイクリストは歩⾏者と接触せずに⾛⾏） 
：道路幅員が広く、サイクル⾛⾏しやすい道路環境である。⾒通しの良さと⾼低差。 
：尾根幹線道路を利⽤するスポーツサイクリストの聖地となっている。世界の“ＯＮＥＫＡＮ“ 
：都⼼からほどほどの距離。都⼼部と⽐較して空気がおいしく緑に囲まれている。 

 

 

 

 

 

 ニュータウン通り 

⾃転⾞専⽤道路の例 

乞田川沿道 

主要幹線道路 ネットワーク 

尾根幹線道路を疾走するサイクリスト 

休日の尾根幹線道路、サイクリスト ⾃転⾞専⽤道路が整備された尾根幹線道路 



 

多摩・ツーリズム ＳＴＥＰ-2 ウォーキング・ツーリズムの展開 

 

 

ＰＲＯＪＥＣＴ－2  
：増加する健康志向の都⺠が楽しめる環境つくり。 

：ウォーキングを楽しむガイド本の整備。（四季の街路樹めぐり・115橋梁めぐり・公園めぐり・・） 
：愛好家のためのデイサービス・アスリートレストラン・更⾐・専門店など未整備施設の誘致。 
：距離に応じたウォーキングコースの設定とガイド本の整備。（遊歩道の延⻑ 40 ㌔の活用） 

：歩⾏者専⽤道路・公園内散策路の再点検と再整備。コース案内板など整備。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
計 画 の 背 景 

：道路や公園等のインフラ環境が整っている。 
：歩⾞⾏が⽴体的に分離して整備されている地域が多い。（歩⾏者専⽤道の延⻑は 40 ㌔） 
：歩⾞⾏分離による、⾞と接触しない歩⾏者専⽤道路の安全性が⾒直されてきている。 
：近年、歩⾏者専⽤道路をウォーキングで楽しむ⾸都圏の⼈々が現れた。健康志向の⾼まり。 
：適度な位置に公園やコミセンが整備され、休憩やトイレが利⽤しやすい。 
：適度な⾼低差がウォーキングに適した環境となり、防犯上の安全性も高い。 

 

 

 

 

 

都内からの参加者が多い 
伊豆大島ウォークラン 

ウォーキング人口の増加 
 

ウォーキングを楽しむ都心からの来訪者 

都心の皇居ランナー 

歩⾏者専⽤道路（赤色）ネットワー

歩⾏者専⽤橋は 115 か所 

⾞と接触せずに歩ける歩⾏者専⽤道路 



 

多摩・ツーリズム ＳＴＥＰ-3 ウェルネス・ツーリズムの展開 

  

 

ＰＲＯＪＥＣＴ-3  
：選ばれたアスリートではなく、多くの健康志向の都⺠のための環境つくり。 
：ステップ 1・2 によって整備された環境をより充実させる。 
：公園施設の整備→エイドステーション整備（休憩・シャワー・トイレ・更⾐・軽⾷・・・） 
：オリセンの機能を小規模にした施設を市内に点在させる。 

今ある財産を再活用する→廃校校舎・体育館・グランド・歩道ネットワーク・・・・ 
     →既存の⼤学施設・⺠間施設の多様な展開促進 

：スポーツ・ショートステーの展開（合宿研修・練習・食事） 
＊⺠間宿泊施設の整備連携     Ｈ：京王プラザホテル多摩 

Ｍ：桜美林アカデミーヒルズ 
Ｌ：廃校再活用合宿所の整備誘導 

    ＊⺠間関連サービスと医療の誘導  ：食事デリバリー、生活サービス、シャトルサービス 
               ：健康食・アスリート食の展開 

             ：スポーツ関連商品の展開 
                      ：スポーツ医学・医療展開→中沢地区への誘致 

 ：サイクル関連産業・ウォーキング関連産業の振興と誘致 
：情報を集約発信する、観光コンベンションの設⽴ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計 画 の 背 景 
；日大⽂理学部スポーツ社会学・水上教授「多摩はスポーツ愛好家を受け入れる環境がすでに整っている」 
：マラソン・ウォーキング・サイクリングなど健康志向人口の底辺が広がっている。 
：道路・公園・スポーツ施設などのウェルネス・インフラ環境が整っている。 
：帝京⼤学・国⼠舘⼤学などのスポーツ系⼤学が⽴地している。 
：代々⽊オリンック記念⻘少年センター（オリセン）に宿泊して朝練後、通勤・通学する学生・社会人 

アスリートが増えている。練習だけでなく、ミーティング・宿泊・の重要性が認識されてきている。 
：スポーツの世界大会開催時に、京王プラザホテル多摩に宿泊し、早朝に中央公園でジョギングしている選手の存在。 

     都心の競技施設にほどほど近く・新宿より安価で朝練のジョギングを充分楽しめる環境。 
：島根県や御殿場市ではスポーツを軸に観光産業を展開している。 

 

 

 

 

 

 

 
赤色：スポーツ施設 

⻩⾊・⼤学 

⻘⾊：宿泊施設 


